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mcthA･,01icKOH areWakedattheや ctiontemperature (400)inaI.heFm,ostat･Thenadding

thelatter8tandnrd.solutiorL2ぐ･C･tOtheformer.solution･bymeansofapipe十,themixtureiS

shnkedWellandrcplaccdirLthethermostat･Temperaturecontrolisconstantwithin土lo･.After

4つminutes,thereactionisstoppedbytheadditionofmixtureof2Nnitricacid■5C.C.and

distilledwater62C.C..Theso一utionisthentreatedWithT)C.C.orStandardsi一vernitratesdIution,

andthepreciやitateiscoagulatedwith nitrobcnzcnc･Thecxccsssilヽ･criorLis●titratedwith

standardthiocyanatesolutionwiththeuseofam!droburetandferricaTum~lJc.C.nsindicatorin

thecustomary.Volhard･procedure, ･ノ ､＼l

Percentageofdehydrdch.lorinatiorLy--35･46(5･00- cIC･LOEthiocyanatesolution)･

Theconcentratibnofp'･p'-DDT､(Ⅹ%)isobtainedfrom･y､bythe.useofequation (1)or
calibrationcurye.

wedeterminedthep,p'･DDT in10techniとalDDT,whichweremadebyJapanesdandAmC･

ricanmakers,byourdehydroch】orinationmethod･h ordertocompare-with Ourresults.some

samplesyercdeterminedthep,p'･DDTbyCristdl'srecrystaliza'tionPethod･(4)･TableIIshows

theserepults･ ,
(Take去Laborator吏,InstituteforChemicalResea'rch,KyotoUniversity.)

J ontheEnoek一山W.A EBectsofthe虹os4tlitocidふⅠncensemadeofPyrethrum mi Ⅹedwi th･if･~つ､
ztenZophenoneagainsttheAdtlltofftheCoJnmOn-EotLSeAy (Musc'adomesL:caL･)･Stlldieson

thejiologicalAssaylofZnsecticides･VII･SumioNAGASAWAAndChizukoURUHA･(Prof･ ,

･TakciLaboratory,Institute.forChemicalR-esearch･KyotoUniversity)iReceivedOct･ 25･lo仙

Botyu-Kagaku14:31-41. ユ919.(WithEnglishliesume,p.41).

6･ BenwphもnOn? 混用蚊寮線香o_イエーり を轟下仰持せ.Lや る効力に就いて･殺虫剤 の生物試

験に関する由究 第 7特 長榊 は ･提琴干杓子1'(京都大学,4時 研究脚 tE･7W究軌 24･10･25受付

Ⅰ.措 ＼曾 一

本排死は,次の寄塀 を桧討する目的を以って計団地

行されたものである｡由ち,(1)蚊取扱香の生物枚定

を行うに際して考慮ナ+<き 2:3の開国.('2)benzo-

p中enone混用蚊収牧杏の-iJ-放程度｡ (3)有数成分の

･化学的忠敬のみに伐る現行蚊取扱杏扱蚕の可否｡＼I

,i.J.7,本論文は生物学的に行われた描く筋節なひとり

の芙晩結果より一方的に推論考察したもので,精密な

る物垣化学的の按討は全く省略されているO蚊額税香

に就いては布放成分の化学的定立と同時に,'物理学的

にも稜々の究明をJ.鑑帝とする点が多く,斯く究明され

たLJ藩の綜合結果は恐らく生物学的の天敵結果と相対

的に一致するものと考えられるが,2'に就いては今後

の研究にまたねばならない｡滑水のTW兜に放て 2,3

蛤討さるべき関越を捉起す畢感図を以って,敢て不尭

一会なる突放杭先を矧 即比 に拙文を馴 -る次瑞である｡

本文に入るに先立ち終始脚忍陀なる御TB顎と榊牧栂

を蹴った流抑大学B学部武爪三吉政弘 理学部大沢講

釈学･1:.化学研死所大野稔は士初め武居研究宝の各JtJ-.'
に批肘の志を如するものである｡(.'J,本買掛こ位mし

た benzophcnoneuj用蚊轡 杏は駅 前川上如耶
7▼キラー封訟本舗大lI脚非望北川沈太郎技師のIr/.忠

に伐って湘作されたものである｡叉怒㌍軸史収肘 のイJ-I

故成分 pvrethrinsの冠址は大日本除出茄株式会社々

El,伊山文子雌の手を別した｡銘記して托原なる謝意

を13iする次約である｡

ⅠⅠ.責 睦 材'料 '

(1)腰 準蚊坂根香｡比較の基準とし.{け,昭和170

年6月,日東除虫菊喝会にぬて湖池発行された r昭和

2017'･捺準蚊収税杏｣.を肋 ､た｡突放の当初当研究記

に於て行われた benzol淡 くn欄 ]lH年1111,H本除

虫･gM,会に放て刑足された肘 lJJ･J''分析耶3沈)'に伐る

ノ有数成分の泣出結射 土.風陀状態に放て pyrで_thrinI

苧0･178%･p_yrethrinII｡0･195%rpyrethrinsI+ⅠⅠ
=0.373%.､無水状態に於て全 i'yrethrins-0.415% せ

あった.便宜上之にtPの符号を輿えでおくq●

(2)秩-H)benzoph占n<onTe 混用蚊 収税香O-_供託

benzophenone況絹蚊収税香 5種,郎うben20phe･

none2,4,6,､8及 .10% 含有の線香 (便宜上 B2;BJ,-

DC,Ils,二畢び 召10の符号を萌えておく),及び benzo-l

phcnoneを含まない刊剤のみの線香 (Bo)_は,丁第嘩

二に計糊 な処方に伐り昭和23年8月7日に調製され

たものである｡ ′ ′ -′
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集 1表 供試 ben2;Op!lenOne況糊蚊収･u香の組成
(%)

BoI耳 Ip4I.巨 G1B8I,BIO

benzophenone-X
,･ た ぷ･粉**一'

h 地 目 _粕***

く:i)供託昆虫｡hj前Peet-Grady法の標準飼育堵基iiZ! -
とされていたGra/dy(1928)の方法に大体軌 .陳件下

で飼-fl羽化せしめた所のイエJ<イ MzLSCaあmes,1年ム

q)城山 を仙 ･た,即ち,馬莱一(永森合有丑約 7/%)

一1500gにtト ル酵母 30壷を入れて良くかきまぜ,之

を内盗 14cm'高さ 19crチ の ガ′ラス教 わ トに水

150ccと対 こhL叫 幼虫約 200･個体を飼育しうる培

誠とした｡蛸化と料 こ矧ま之を拾い鶴めて稔に移し,

之よ,り羽化した成虫には小麦粉の糊をあT=えて飼育し,

-Aalヒ後 5-6E]日の位全な体窮の揃った個体を選んで

＼

触 ､た｡潮本供試長&li庇に数十JIiLeの駁代別封をへ

I.C,形態学的にも叉生理学的lご竜両 一々抹の逝帖学的
性質を有する一系統である｡

'p III.貸 騎 方 法

I(1)実験袈任O東に発表せられた市野･上山 ･村沢

大野 (1947)/高野 :村沢 ･大野 (1'舶 a,-b)が似fJ
した装窪にし串がった.･即ち,~ゴムJ',･t)キングをはさ

んで上下に 2個のH_亨ス製円板を有する直径 22cm

高さ 4与cm.(内容真如勺18･51)-の肉厚ガラス矧月筒で,

下方円坂の中央には直盗､5cmの円孔があり,此処よr

り供試昆虫を導入し 一文点火した一定鼓の紘香を税番

立に取りつp-でゴム栓q),上にのせ此矧 こおく枝にした

ものである｡ノ､

(2)1回の試政に位印したイェ■バイモネ5-331空で,

怯暁する扱香の宜は之を 0･5gとした｡

(3)実漁方法｡i温度的 25oCの恒温到 .に仏訳昆

虫を雌唖に分け'{任意数泣入し,次に点火を容易なら

第2表 揺準並びに各供試蚊収税香の時間 T(分)rと致落下仰鴇虫数率 Pk(%')との関旅

.4r I,10.00:0.00 ′99.5010000 0.76I:.0.00..0.op㌔.0.00∴0.00:.0.OPqbo 1.03-i.43･2:J7

t3 ､ 0.9910.bo ∴3｣8L'′3.16･.叩0 6.000.00 178I.0.3819.52fJ.2925.1lJ
･ tL .-Ill.'39/■493 3!.fJ3 8.gGp24.80=~0.62二1.67 6.69-5.-70･.5.2.915,T)_.71725fJ

2i _51.39 b2.09 190.00ー88.10:96.80･i9.6fJ9_3.8-5100.00 99.62 1.09.0010000100.00

突放回数 -1q 1年 13 10 10＼10 10 +叩 _.ユ0 ー~14ー_14･Id 1rt一.10

･･benztpLenone議 fi-の-まく:)-co,-∈∋
Tz.る柵泣:'tむ有し, 分子真一18_2,沖点 306oC, 融点

4,･5｡C･如 不溶であるがアルコ､-ル.'L-テルには

可路である｡筆者等が今回用いた車のは此?相賀晶である｡

'*撃たぷ粉はダ7{ノキ (Mochilns,ThzL17bergz'iSIEB.

eEZUcc vcr:gtazLCeSCeni,BLUMEー一名イ/5(クース

ノとも稀'Tl)の軍菜を乾塊粉東と戸 も6,で敗軍線香の
粘料として用いられる'O

-.～.**抽出粕中に残存する pyrethrin丑は,風乾埠

欺窓にめて-･pyrethrinI-0033%･ pyrethrinII-
0.037%,pyrethrins.Ⅰ+ⅠⅠ-00707%,L無水釈放に於

て仝 pシreth-rims-0_082,Oof_であった｡乗れ故,本供試

線香に合有される仝pyrethrins､の虫は計算上0･01tJ%
である｡. ､
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しめるためにflq端をとがらしておいた-/i!比の紘袴を

点火と同時に zX記内 に入れ,燃触発蛭せしめた.比の

発煙時より供託昆虫が飛糊不能に陥入.ら,粁1J仰4･.W

る個作を幾何級数的間隔を以うで観察記録し,32分を

以って1実敬を終了した.一1資料につき lrI-14回の

宍駿を繰りかえし,その結果を瑞計した｡木琴故は昭

和2咋 2月17.日より4月16日に至る2ケ月間に於で

行ったものである｡

lV/普-.蛤 結 果 1,

J

～/突放結果を表示すると,約2衣の如くである｡この紙.

兜?正確なる比較を容易ならしめるために Bliss(lrJ

34,1935a,b,1937,1938)のprobit法に伐る特別卜恐

落下仰縄加数率 (T-K)他紙l次変換の拙作を施 して,

その同情方程式 Y-a+b(X一夏),及びそれにFIJ閲十

も2,3の数値を求めると節苧炎の如くで,約 1軌こ

比の閑係0,1部を示した｡之に放れ峠'･̂2試故のPrFr
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弟3表.Ⅰ川ssのprobit法に伐る柑JTiト弥詳下仰祷虫数率 (T-K)仏独 1次変換の操作を施 して

淡めたt:TJ.･Pfq並びに符爪粥蚊恥紘神の同幅方程式とそれに附髄する2.3の数位

Y-.1+b(Ⅹ--x) .Y2 - ㍍ 始

のPrの侶
恒数bの
Variance

--＼l

Y=モ4･3572･'1+4･41SO4(Ⅹ-1120･:)SG)

Yご4･'J:王687+7･03'JSL-,(X-1･li'･2日3).

Y--i')loo.134+7･25552(ⅩI1･】0030)

Y--_303900+7･お110,(Xll･10377)

Y-5015昭+7･41362(Ⅹ11･12715)

Y-4.95381+6.95100(Ⅹ-1.07526)

Y-6･744SG+6.74450(Ⅹ-1･01416)ノ

Y=4.6CO17+4.674SO(X-1･323･,50)

Y_三5102278+7･5834,-)(Ⅹ-1･1:)943)

Y--498149+8･66766(X-l･05202)

Y=ゴ5･10277+9172040(X-1･03･')65)

Y-5･OiOIO+8102275(Ⅹ-1･07440)

Y-5.03032+8.05285(ⅩJ.03562)

Y=4.69681+7･418fN3(X-0･99243)
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妨1取 nliss･ウムrobit至純 伐 る時間一致落下仰碍虫数率JT-K) 路線 1次軍旗の操作を一

施 して求a',と節 lT{･rllO及び P 蚊JR持香の初訊rlILriと,それi:り計井 した即昂荘軌 縦軸は致

I

紡下仰和也故郷U)正真朋Tl泣イttは i･,拭軸は時間E')対靴を衣わす｡凹中二重田は敦落下仰掃虫教卒

oA;戊か l!io%'に対して予が;lffdW,班緑から卿 的 れ る probit cT/祁正位を示す｡支破砕はその-,

凹地 紳 訳脚 的 帥 こ- たt･--71灼別 紙 Y三上 (Ⅹ一叫 は M-孟一半 .と,- -0

て, 申火lm ･あ7:tえる郡に依ってその芯孤 を上川 )らかにした'形であって,抵抗性の標準偶差 o･

は凹仰山棟の何係数 bの逆幣である｡..･ ,
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･の掛ま何れも0:05 よ･りも大きく,~観測値と同宿直税

は抽出誤差の範囲内f一致してL)る~と見倣して差支え

なく,宍放郎 扱 び方法料 こ満足すづきものであった

と思考される｡一十 '〆

,-･V.考 轟

- (1)生物粥陵に関する3,3の閉鮎`

･ ､(i)班準蚊収税香｡殺虫剤の生物試陵を行うにあ

,たっては,比較の2irs準となるべきひとつあ接準薬剤が

必Atである｡､

抜取こ述べる様に,蚊取扱香の様な有数成分含有正

とその物理学的の性質が,その有数皮を多分に左右し

ているものでは,囚;･ltな拭作で行われる物理学的の姶

･Rよりふ 一途に生物学的方法た伐り之を評既する迫

を遊ぶのがir壬朋である.然しそのためには,必ずjCの

., 蛇に比較の2LE艇となる培準蚊収税香が用意されなけ九

..･ ばならない｡退去に於て,即ち,昭和18年及び2Q年

の抑 f:;日本除虫菊協会よ.りr捺準蚊坂根香｣が･生

物試軌 こ肝 1-る非約の基礎を樹立する目的で製法発行

第 ･14ー蚊

●＼

る接に'-カを供試昆虫とする串が蛭取払杏のta.凪 こir

,7番理想的である.西門 (1942)がキンバイを仇mL,

ー高野等･(L917!1(Ji9b):,並びに今回のS･者等の研究

･がイILバイを使用してその布致既を則'aLようとして

いるのは,実際上の意義をいささか欠い{いると冒わ

なければなら年いふ同防 長淑･(ltLiOa,lfJllb)が降出

･ 菊花の燃矧 こ俵は ず声噂の中の有効成分?,rr在を桧
索する目的に,ショウ-i.ヨウニヾ イを用いている執ま突

放日.的の上からは差支えないが;原著者も記している

された叫がある｡然しその後こ.の事業はいつ:れ?吸乳

に伐つ{もWR'される都なく今E3に至っている占雄藩

等の今川川いただ準蚊収税杏は日本除虫菊協会に於て -

昭和201I'･に割出発行されたも.ので･有数成分 の全

pyrc_thrinsの合才は 4_ま4ヶ年の問に,戯格の 0･53%

～. よ',O･427占tl=減少しているo そか敏之を以って鹿 変
の誠岬とはなし得でも瀧 依り脚畔とする執 ま不適当It

.-=iilIbなければならない｡

(ii) I.lt･粥昆虫.拭範囲なt.苦虫に起用される虫蛮用投

出刑の如きものにあっとは,I.q･虫の柾姐妄依る抵抗性

T の柑速からJ放つかの実陵を夫々の税額に就いて行い･

その結果に掛 .て使用汲蛇乃至は万法を種 親々'志しぐ

行かなければならない6然し乍ら蚊取組香の如く使用
の対攻とfflる昆虫が同一痕 のものに限られ,政朋の

方法も定っている場創ま,_使用菓量を塊志すも執ま比

.校的容易である.即ち多くの光学者が研究表'-ifしてい

'る如く,1柾に就いて突放算出された使用JP3'止は大凡

,地租 こも迫川し得る実扮波圧である;と見放しうる夫

れ故,或る1柾のカを川いて･捺準呪香と9匹 で試盟を

掛 ~.,それより相対的の和放虻を井出するならば;juL蝿

にも大体通称し得る嚢虫の決定が可能で,その目的を

充分達し得られ,種項に依る抵抗性の相違を理由に姶

定に巣講をさしはさまれる懸念も亦割合に少いわけで

ある.除虫菊花燃焼ゐ際l壬生ずる種･zEの有数成今を分

轍し･之を揮散さやて昆虫体に作FTJせしめてであるが･

'.長潮 (194lc･dl912a･b･C)_がネッ.タイイェカqulex
●

二qz,iqzLifq.sciat,JSSAYを肋 .,L又高野等 (1!HlJa)ザ t

b,enzophe示ne況用蚊取組香の蛭の実軌こ,'ァヵィェ

カCヴ/e･/Yi"'pie･.Si･aZtetlBJCoQUILLEhiを川いてI･･

~､34
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様にその段劣を場つ.{;-直ちにカを対象とする蚊収税

香の成分を批判するにはT考を.gする所である.,5,)r野

響 (1949aj耳 ｢蚊収扱否の故力試陵の供試昆虫とし

そ飼育容易なイェバイを使用しても概略の大勢を雄琴

するには充分である′｣′と述べているが,巌流I.=ほ翻

並びに供試両蚊収税杏のイチバイに就いて得られた時

間一致落下仰鴇虫数牢固栢直視 SF ■と TF､とが正し ′

く孝 行関係にあり'.即ち bsF--bllF._の尉旅を1J-し'-

叉カに就LrC得られた SAtとTふ王とが同様のや行田 -

係にあって,両もSltlと~Tlll'との距離と!SM阜TAtl ,

との距離とが等い 1.か乃至はたえずある一位の比を持

った開脚 こあらねばならない｡正碓な比較試紛お力及 ､

ぴハイに就いて行い,任意の致落下仰純血数考ltこ於亡

も大体変りない相対的由布敷皮が求めえられるならば 一

決訊 まないが,然らざる時は,-'･Iで検定を行う方法 ｣

はあく音で準公権法の絶境に属す<･きものである｡

(iii) 試放先哲o市野等 (1947,.19ifJa,b)の方法

にしやがつで今回仙 ･た装恥 ･,C示pbeuの姐柑出

貼冠の円筒よりやや大型のもので.1内容税は約 18,51

やきる.然し蚊潮 杏の実擬の班用はと-ラ.した小さな,

碑閉された吠遊ではなく,殆んど悶放された場所で.

瑛周一7)蛭が昆虫体に作川する時の布教定の多甜 こ関係ヽ

_Lている｡夫れ故試放生矧 土山束得る限り内容別の火

きい､ものを位月け るのが実際に近い｡G品dhhc&Su･

lliv'an(1fJiO) が除虫菊及びデ9スの蛭や殺虫力を試 .

臨ナるに当つ耳 PeeトGrady裟窪を肘 fJLた恥叫
の点意義があるO出来得る限り大きな投出宅を用いて,

少い資料を燃焼せしめた休作七考の有数喋を判起する

方法が一番に実際的であるが,然し久出校な殺虫範を一

挺伏して,美大な実故を連続的に行う~執 t,我が淡の

現状では容易な串でI.まなく:小放映な光跡 こ伐って約
手糾こ行われた数回の突放結刀ミより,掠準放牧税藷に対

､する相対的の数位を32:出して校定の別 勺を果す上り仙･

ないoJonでS,Campbell皮Sullivan､(19,5).Zermu.
chlen& Allen(lD36),CampbellaSulhlan(1038)

等t.=伐り発案せられ又改良された TGrntab'le払

Itichardso･.1(1031),Potter&llocking(ltUO)空軒

に伐って試作された小型切 払 li勤 王いづれもPccト
Grady 法をよ()tiTiEji化し,･E,I,J以上粘托なる鮎月ミを1!l･

1
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yJ･鼠 料侍

る忠図のも七に刊作せられたものであるム然しその如

来は必ずしも l'亡et-G叫 y!Jm にlJiっf=約月ミと一致

してい'}い｡例えば Turht･lblc淡に依って除州 笥及 I

ぴチオシアン化公的に就いて行った spraytcstは,

pec't-G叫 y沈よF)も円い払岬 を'-'汁 印を rladcrt･●
8Cher(l!730),Campbcll&_Sullivan(llJL'iS)が絹11..A

L t,チノーン剤にあっては比の迷わ関係を於 柑 iを

一文 7hdでrtslcher(lfI3r･)が述べて＼･るo今同位目した

雛和に依る除虫菊蚊収税杏並びt'= benzoph≠')one氾 ∴
ノ l

川蚊取扱香に就いてItD実験紙如 1は り大きな褒虫執 こ

'' 於て得られたそれと,果してどの様な関係にも由 一は

不明七･あるが,spraytestに放ける前記突放北田が,

控準柴剤に苅する相対的な数朋を罪Luする印に伐って,

peとt-Grlady淡に-,劣らず充馴&,･ilの志蔓紬 和している＼

(例えば Woodbu{y &'Barnhait10:軌 Gersd｡rff

-]9451017,Gersdorff&BartheI194Rj, Gersdorff■■

&McGovra-nl純 )蔀夷を考えると,木失恋 も嘘作を

充分に決定して行えば,先に述べた様に突放柏Rに対

する J2試漁の結果も亦抽出誤差の箪田内で理言;細 t-

･の一致を見出し絹る故,あるhr':姥布放腔の校定の口的

'' ､ ･,は･RL即るものと思惟されるotづ れにしてもせまい

- ~旦氾 内に於て所訂7｢いぶし殺しJの方法を耽ってJ-､る ＼

本試漁法が,宍打の場合とは,かなりの閃きを祁する /

･取去容易に思い怒る桝で,之を以って完全なるものと

は決して言い難いが,蚊収税否の'FTJE7励なた鐸試験,A

喝としや ま,使用に耐えうるものと言う恥がLu来よう｡･

(iv) 試放方法｡雑考わ行った方法は先ずノ､イを多芸

',田内に放ち,然る按点火した一軍丑の祝香を多さ既内に

挿入する方法を取ったが,此の方法に伐れば,駄Rl'勺

に拡轍すろ税香ゐ艶の丑は,実験開始後のある点に超

して放大となt),級,次節に誰壁に吸市されて稀印に

′ なつで来る.恐らく之は机_V 覗の_ピアソン曲税の分

･布にtたがっているものと考えられる｡それ故供託昆

虫に作用する地のさ,3度がある‡T波 凸判で直線的でない ｡

･夫れは Spr?ytestや aerlosol.te'stと93.･つて.濃姥が .

滋掛 こ珪するのは･相当時間を起てからで参る｡夫れ ･
′故,煙の腿#.Hs作nJ過程を論ずるたは,此の点多少の

一考応を払うべきは当然であろう.長由-(lgioa,1941

b,'C'd)が行っている拝に一泣虫の資料が抑放して後

に,又即 時 (15J'47)が行った如く･一堀 正の政行が
･培え縫ってからLJl.1粥托山を村人する73淡が,その操作

に哩か郷 稚さがあっても墾ろ宍汲･u:･としては合由約

･であ.る｡然し桧淀をrほ勺とした突放をII:.股として,全

般的な見附を耶ると,fIjl'2炎 ,re拭執こ放ける数TlrEが

京.･す班に,本法も火仙こ放て Dlissに伐って訟かれ､

た probit班に伐る1次変牧の舵芯にも抱合する凱

節 14 班 ′

次に珊lJr･g･:は.･点火した拙作を)lu'yL内に抑入,､1分

緒かF'糾Y,-1を始め,約1三相こ)-;;す拭な矧 ,-IL紙数的FTL打開 -

を以つ･CTJ珊 守に分けて詑銭を矧ナ',.'12分で 1;巧故を

終了した｡L!tL730に放ては.174分枝虹に群生†州如:llI
IJまして水たため∴之のみはrJ回卿 Ilで宍恰t.･手丁切った'.
次位隅の4S分では ben?.OPhenone を弁才fする一部

の供試税杏に於ても亦,献生胴体が-3iわれで来て.'i'.I'rI
lZ仰的の数を指按として行われる観察記録には,虹に

43分[1観測は突放El的 の閤外に適し不逝当である占 .

0･5g.の紋杏を両端より燃焼する市に伐って,:‡2分的 ,

た大作各挽膚とも発駅試偶作を落下仰蛸せしめ柑られ

る餌を考えれば,比の程姥の拓は却肺門が抵当ではない

かと.臥位される.I.I.I,珊名寄は同一の兆耽 ･方法に伐

って 30分[.'rl耶駄作の矧こ喋謁し,汚下仰絢したイェ

バイをその印と;脚こ三lTJコルベンに入れて,30'C の

怖iEi環境下に放mL,24p抑i順 に於ける生死をm'E:守
した祈,班嘩･供拭内訳村外 榔 附朋L郎 Lの･fr.I.姥の

鵬 では,'絶て紙gkL,比のカ･ui1.こ伏つでは･-イを

して完封こ蟹玉柁せしめ悶ない部を知った｡尖れ'椴木統 一
に於げろ出物拭漁の指紋としては,･あくi'iS琳坪に伐る

一時払の排 帯下仰相の-Fl分率を以って･しなけれはなら

ない｡ /_

一一御 .m 矧 こnAl;Fu冒して訴下伸輔せしめた後･駄生し'

て来る何体の統計学的の考矧 ま今後の研究に持たなけ

ればならないo又ハイ,カ,ヲキブリの掛 こ見られる所

謂諮ll'仰禍 knockdown の塀象,乃至iLまより見僻を

拭めて他排コクyク.カツオブシム5'･,テyトサムシ

執 こも的･,･.Liされる,所謂戯碓 m占ribund,killの一致

に就いてt王政に rialler&Silllivan(193S)Sullivan,

Hallcr･McGovran皮Phillips(1938)･McGovTan,
Sullivan & Phillips(1039), Stoddard (19･19),
whitmire(1930)LedTerer●(1940a,b),An'onym ous ･

(1940)等に伐つ七一歴の考雛が迎められているが;

掛 こ性の琴馳こ韮囚する同腿のガ雌に就いてくま,今筏

I.J.J詳細 こ之を桧討諾EW,,芯する必封がある｡

. 珊珊等はFS野T'(1947,,1019b)の方状にしたがっ

て,その燃tliする批香の正を OJ,gとした.然しJ,i!

容蛍の兆社内で払出Lmる粥止にはl〕ら限既が担って,

放熱三言うな'らば-試柑こ就いて供試昆虫を落下仰摘

せしめ得る庶政重量から,/その装置内で燃焼せ､しめ得

る投大重量の範囲内で,幾つかめ菓畳を取つ七,それ

に就いて実録を行い;築造二時間ゐ関係を明らかにし,′

之を兆雅として枕準祝香の=S･汁と比倭を行う執 こ伐っ

て初めて,その-ll-放腔が判定出来るものであるol

(V) 脚 距に伐る抵抗性の相違. 茄3表の同府).翠

式をプ▲与として北に大沢,長沢 (1947)が提案した有数

部品わ桧斑を行うには'之も功琉分伴目し柑る刑穴と 蛇の光読方法を捌 口してその絶対事故死に関する詫項

那断してill三とえない技である｡ の数旧を計井して才馴ヂると妨4訳の如(である｡

3TJ
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第t｡義 郎 .Wfの絶対有数皮に関する謝Tiの放胆｡

132 J BJ

1 8 l 9 1 8

拭枕性の桃準偶72-6

致箔下抑柑令旨車 1/α

O次 (小火)致落下仰樽時間指数rTo-M

.'!次 (祈放)致措下仰樽時間指数 で詩-M+36-

O次 (中火)致落下仰樽時間 (KT-50).･fo=log-1To

㌔:I次 くす)･故)致落下仰栢時間 (KTL+J987).t3-lollTe

O次 (中火)絶対有数駄eo-1/toxlOO,0･ゝ

3炎 (布教)絶対有孜鑑 C3〒1/tdX1QPO

14.54313ト壬0.16D34

＼- ′
-1i■

此の放肌を見ると Boに放ける場合を除き,何れも woodur立.(lfX3,J)等を始め多くの字鼎 こ依っても逃

LU.'はiLE:l上りも bcn2:OPnenOne況173並.ぴに振出裁蚊坂

祝tiの蛸に対する紙杭性が大きく,諮下仰矧 こ嬰する

的nrJが良い｡ところで比の雌唯に依る虹抗性の相違は,･

出 して恵滋のあるものであるか否カせ 知るたやに∴比

の川のZfの慧 謡 を計乱 写,紺 学的に吟机

て批 oその給如 範5東如 くで･ィ.-iJ最 慧 諾
I

一 軍 - _-:-ll: - --::_-_≡t-I_:=三

､辞5表 即 位問?差の統計学脚 今姥 -

/ M I,M 2 ､

' ー m Diff'

ベられている卵で,生物準準を戯評･!L=行 うためには･
光づ供試昆虫の雌唯性を考慮に入れて実態を施行し,

＼その結果を以らて有数圧の励 起を行 うべきであろう｡

Peet-Graj_y_,法に伐る 8ysprayに放ても繊維を区別 ､

㌧て突放を行 うべきか由 ､は欧にMillcr良SiLnantOn

(1938)に依って詳細に言論中 れているO
IT.I.J鉱坑性の捺準煽差 Jの平均他は ?-JO:13'J27,8

-.0･11975･で,昭度には始んど無関係に,>､づ九の回

帰弧に於ても,略一抹のllFtを読している｡之は統計生.

理学上極めて注目耳 下きgT･巽ではあるが,比のL不封JJ:

'は理論的には当然予想せらる▲べき事柄で,之に就いて

は既に,大沢 ･長沢 (l舶ョ).に伐 り,>､.リブ ト㌢ .)ア -,

ゲア ㌢の水 ･石油及びど.tj､1,yyに対する抵抗性に田

する抑究論文の中に記されていそ｡

I.雌雄の区別を行わず突放を速行する場合,,雌雛夫々

の員数が甲じで,'夫等の蘭 く変典曲線が又,F･･暇 の分

布様式を,TJ;し,両もその両者がお別 柚践っておらな

き3となり,凍 志である邸や執 られ'zi.故 の関係は叉

抵抗比の堺tBJf磁 Oの嘉川蜘こ依っても判然と認め得＼ I

らiLるqTである.､イェ-･イの雌が排よりも致落下仰持, _

致死何れに放ても一般Ll.翼剤に対する抵抗性をより高_

く5-;す却実は,既に Murray､(1937,1939),IMiller

&_siLnanAfon(1938)ISinianton皮 Miller､(1938),

3Ij Eii n

い場合には,叫の2着の綜合された結矧ま一雄の那古
曲税と′なる竿で参る｡今回筆者等の行った扱聯 ･供託

両蚊収蚊婚典,之に対する雌唯抵抗性の変兇 仏独は,-

2薪を合し.た場合∴軍略を措 く雀には大きな柑超を祁

していない｡夫れ故雌雛を区別せず突放を行う域&も,

ある数の性比を越えない範囲に於では, 冒.%叉 Bliss

れた嘩甲 三滋の蕗下伸輔の数を合して累拭し,TI一分牢ヽ
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l

に7-7'.･したのが節rHJiで,之に一･次変娘の11Yl作を-miLで.

その阿局方和式を求め..併せて X,粥故を行った紙架

が約7炎である｡之に見られろ如く榔地 区別せず突

放L･･わ))れだとn.}･1!して,緑青J仰 された畔別 れ

Blの切符を恥 ､てLiJ,ユー,拭故に於ける､PrのllIfが

0･0･')より大となれ 納山顎益の範囲内で B!issの伯現

に始か3-る故実恐材料に於では,正 しかったものと判

断される｡女会し此の場合,此の事実を適合に笥く性比

の恥刊ま果 して幾何であるかは今不明である｡郡7炎

?何箱方程式を茶 と,して際轡 ･供託内紛杏7)-和する絶 ~

柵 如 こ開すも融 あ数倍を7'*･Lて絹げたのが軍 -
8衣である｡o'の不変性は雌印 可井を合した瑚tT(守

86平均肌=0.13214)に於士も亦,冒い狩られる拭 ､

である｡ ～
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第 6表 仰桃を介して実験を行ったと佼定した時の

だ抑 批びに各駅抑見杏の時間 T(分) と致

搭下仰桐山数牢 Pk(形)との調嘩

時.TqlIl｡Irl2Jn.II!｡IDBトBwli,

…zj

::I::I:.I:描

1.46I2.87713.6

1

6

R

l'2

16

24

32 100･Onl10000l肌00710【)･OD__F03.3219P.II73

品詞可~可完
201',I33'(,I424I303

2f)tiI260し

第7表 雌唯を合.した結果に称して Imssの probit法に依る時rln⊥三郎訂ド仰仲子!(T-Ⅰく)曲似

､1攻変換の操作を適用して求めた希扱杏の同府方程式 t'それに附馴 ごろ･L',二王の捌 打｡

繰二軍f供試血戦 Y1-a+b･･(Ⅹ一重)
慧矧 Mn7a 卜碍 3mnCnelvnnTiahncnc

I- ＼

第8表 郷雛を分した結果に対して求めた各枇杏の絶対-If放姥に尉ナろ誠7Tl.の数lii-.

B4 AB6IB8 B)o I P で

粒状性の摂準偶差 q
致搭下仰樽能率 1/5
o次 (中央)致落下仰碍時間招致 To:-M
3次 (有数)致落下仰柑時間指数

T3-M+il6
0次 (中央)致落Ij仰樽時間(KT-50)･

toエコlog-1To
3次 (有数)致箔下仰吋時間(KT-99･87)

､I3三才log~lT3

0次 (中発)紹対材故成po三一I-oXldoo

3次 (有数)相対布改段cJ-1/t3×1000

- ∫26･680叫 31･97fJ,5337.83579132.76540[33.5120613736921

('2)benzophenonc汀州 蛇収税袴の-1J一致臥

次に hcnZ｡昂､eno｡C況IFJ牧童帆碑の和由的な11･放

任に恥 ､て考えて見ろ郡とする.約 4,8yi･絶対1J'故蛇

に関すTm ll他 誠礎 として,大沢 ･長沢.(lC47)の-h

法に依り,既準の除虫ZjJl蚊攻敗香に対す細 も試 be9-I1

Zophenonc況明蚊耽･h'!袴_aif.ぴに bepzopbenone'を含

まない糊剤のみの線香の相対有数度を計許 して矧 ヂる

とmll)炎の如くである｡

.I17
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r 第 9_表 捺準蚊収粗肴に対する各供試繍杏の相対有数皮に関する謂頂の数位｡

之を見ると,KT-50に於ではい功 tの benzoph二

enone況用蚊qi･fLrt杏も,琴､KT-99･87 に放ては挺

< 一部の場合を除いて桝 亀のそれを竣1:tSL痛 放比を･

､元していない事が知られる.-先に軍野等 (1947)紘

benzophenotnc を 10% 混用した製造直径の蚊収税

;香 ､(風乾告tpyrethrins含有丑 0･29%)~は按準投荷

(告 pyrethrins合有丑 0･55,06)より依れた笹di放果

せ示し,又5%況冬した線香 (pyrethrinsO･21,形)で

も碓氷の似秀蚊攻防軌 (pyrethrinsO･53%)と略同等/
/の投出放-nミを'7訳し,pyrethrini含1Jはi年少い 0･05%

の抽出n'Iを以つ-CtLキ benzophenone5% 混入線香

でも舘紘虫ijj恕準線番に劣らない殺虫故架を示す軸を

I-見出し,r実験的には∵臆除山ZJg一抽出粕を怠原料とし'

之に benzop.henoneを 5% 混入した晩香は除虫-#J'蚊

-R線香に代って,-充分に位月け る事が出牢る｣｡ と述

べている｡然し乍ら今回の聾者等の実験結果を以って
Iしては多くの場合之を諜付ける執ま不可能セある｡勿

乱 聾者等の実瓢 こ供Lた:benZQPhenone混用蚊収

税香に恥 ､た射出胎に残存含有されているpyrethrins

ゐ鼠が光にも示した如く風乾状態TCIJ.0.r7%七 すぎな.

い故,之を以ちて,'全的に否虚し去る串は当を符てい

ない｡一番に多く bふzbp.hendne を含和31る BIO

三侶 ~: .＼

//

に於けろ布放皮は,標準に比べて KT-50に放てそ

'の当LiLで示すと,90･93,80･83, 早-80･8T),KT-

9L7･87に於ては 90･90,80･93,98090であさ｡r~-て-
一部 KTJ.9･87に於七 8の_P4は1.02,DBIが･1･11,

BSが 1･OQとなt),･9,'8,の B6が 1･Olとなって拙

準より布教な数伯を京している{.' -

､ ところで描作仙 こ放け'る投丑 Ctと致死乃至出御 古

間 tとの問に(a.一般的に 一

一/cot-1k (n･k絹 数)･,:

の開陳が一番に多く成立する軸 移 数光学岩に伐って

証明されモいる ;蔑者等の行った実盟に放て,_召し出

鞄ゐ ben2dphenone＼のみが有数に尾州 木に作川する

場合は,当然叉此の関係が期待される｡/然し乍ら叫実

は之に反し･C,benそOphと."ne の薬丑､と致落下仰相
の時間とは,相対的に朝出する数値牢示す却なく･不

規則 な､関係 にある｡比 の事実 より言 い得る叫は,

benzophenode を況用 した蚊根粒香はその主剤 ci

ben之Ophe'noneの.515丑､を析知したのみでは,決して.I

布故狂の掛 ､馳串を祥る叫は不耶 巨才 使用鮎 l土は

自ら町姥があり,それ以上は剤剤の肺 胞 腔乃東胡池

一哉 術の即死に伐L)i燃焼発憤に関するその物理的な椛

ノ′
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鵡隙作を;gL於 3-ろ必R(があると:打ち叫で,虹に之に関

してはJT<馴 (Tf.'40凸,､川 lc,lPj.'h,C),訳居 ･柴

fq･I).=岡 (lL'41b),=}'湖 ･甲r･Y･]･LTtWi:･(lL.ll).抑 り

崇 完認 諾芸,̀昌';1:i.表題 憲 =8'":認 諾 t.･SE ･_

相の放加 1.,磯田される耳翫 己されていも｡

'C
4凹
.之
Z
Z
山
D
V
ト
N
叫
U
肖

HJ
'N
jn
nX
H
出
U
O
之
3[

3

2
1
0

.~
<T

3

2

1

nv1
2

3

-

l

I

辞2圃 嘩確を合した相異に対してIlliss.の
probit,法 に依 る時間一致落下仰将虫数卒 .

ー (T-K)蹄枕1次変枚の托作S:涜mして求め

た節G衷 B4及び B8枚塀掠香の初刑伍と,

それよが冨t.許した回JtTT斑臥 ､田中の符軌 JLnl
/ gt71方程式の祝njTは第七図と同L.｡

iiZ5

benzophenonc況JI政 衣紋杏7)-jf放姥は,･刷剤7)

的,｣柑こ抽tt湖 中に残存合有される pyrethrinsのILi･

に脚 される如 '･大きく,弼薪の共助現数 (synヲrgi-

sm)_に基関して,̀有数度時かなり助長せられるやの

とも考えられ,一文比の両原料中位m丑が等しい祝杏で

'も,それに用いられた他の扇げ剤の割合等に依って,帆

蝕的な性状に柏逆を生じ,之は時に結抗現象 (antagl

onism) を示す場合もあって,･結合結果に於てはその･

祁故腔が減殺される叶Fともなる｡防火菊花燃塊によ,-

～ I.･CElげ ろ和々の糾 成 分に就いて･このiR負を詳細に
究明されたTT<湖 (19ilc.1'Jd･'C)ーの泊文は,比の点

'邦妹掛 ､も中で,叉前野 (1916b)に伏つでも,比の

開祖は BIrC氾1IJ蛇舶貼ミFiの糊付に於て論ぜられて

いる｡それWITi々 の班緋なる3331(』によりfl･;成される蚊

収税-FT7)イJ'放腔を,JTト的に化L'Y-'lltJにつと正された了J'欺

成分の多光に依って刑'jEナる糾 え当を紹ていない ｡此
のりI実は,純蛇の問いbenzoi-hcnoneのみのV叩Our

節 ･14 蛇 ･

を発址.して,′供IHLqAlに作mせしめた切付,埠らく鮮

抑こ描き目されるものと馴 現される Cnf-k:の田旅を

示す部に伐って辞易に証明出来る●ものと考えられるOI

牧瀬紋杏の前放腔に関するm･兜は,光づ生物試験法-

をあらL撃 方両から栓対して,殻上?方法を耕定しな

ければならないが,--hJヨ･:刺,糊剤に就いての叩-約

な投出故爪を兜nJlL,以後のfPJT.'iの穴料として川志し

ておく必嬰があろう｡比の点IT<･'&'m(lfJ-10a,.b,lLはla,

b,C),岩間等 (194.'),､Bntcrnnn & Heath(1(J47),

Heath(1947)一等が行っていろ粗 こ,▲撚馳こ伐る有数

成分の変化過程を基招き的に兜nJlする叫も望ましく,疏

m･笹L(lrJ41b),二葛岡_(1048)に依って炎示されたそ

の-Jf放姥の見机の方法も-,叉西門 (lC42)に伐って挺~

案せられた炎力･流 も;Cot-k､の関係から押絵討を行

って甲 必獅 ;ある｡:

'V工.蚊取線香の輸玉串兼に同する所見

現在迄,粥のLJJ一敗風土爪印に,化学的-)J俄 に伐る布

教成分の定J放れ刀ミを2.暇 にして如荊1HL.多くの場合

生物学的の扱凪 t,全くi'.T外され.ている｡然るに,蚊

碑晩婚の祁故姥にはその-Ji放碑分の介イJ'Ltと抑伐って.

物理学的の性rfが大きく田糾し,#:･.:介された2-#の投 ･

牲な性門が,初めて比dlに附くもあで,･Cnt-k の関

係は窄易に成立し5.1fく, 文武rJ:･等 (1941b), --X嗣

(lfuT43)の炎77淡 も, 酎 り(1,042)のそれも,ま托求の･

結果よりし七はへ泣mナる叫が刑i･附 ある｡それ故∴

従来fj-われつつもる化･lI'.･rItJ7J一班に伐る,和放成分の泣

虫のみでそのイJ'故α相は決'Ji汁 79恥 王.甚だ危除と言

うべきで,物班別 tJのEa･,i沖 も併せて行う必賓がある､

那,=Z.:T技求を考LriT.に入れて挺'RせられたィJ一致姥の未

読式も亦).摂理があって,_n川し肌 ､如実を考える時,

桜邸なる操作を超て行われる物理化学的の桧｡jLtよL)ち

y)簡駆な,両も速やかなる方法として,生物学的に

評田するのが究明tf･あt),理倫的にも宍卿 勺にも充分

のh'tLIlL'Lをイけ るものと冒い柑る｡邦文生物学的に行わ

れた桧心細恥こ大きな恐妹を持たせなければEWl刑と

しての,木米の忠邦を失うわけで,実桁上之を欠除し

た枚Iaは,̀寧ろ無忠妹と･'tIうべきである｡LtlL,比の

場合,必ず比較ク基準となるべき放準蚊収税杏を用意

して,之と併せ行われた正確なる実吸陪菜より.,和琴

的な数帖を算出して行く軍法を耽らなければ,検定の

朋仙 ま-1,･披する. /

VII.摘 要

蚊坂祝庁の生物試蛤を行うに当って,~考～Ffg.すべき_2,

3の問抱を検討しbenzophenone,ifa周敗取扱香の-Ill

放校蛇を知ると同時に,ll-放成分の化学的の忠正のみ

に伐る-,現ri蚊収税杏放盃の可2fLJ=を言論ずる口約を以つ

■̀･ 3リ
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て,.イェバイを供試昆虫として Benzophento,le況川

蚊収税杏に関する生物試験を行った｡

(1)殺虫剤の生物試陵を行 うには,､比較の基準とな

るべき班維殺虫剤が必妥であるが,､殊に多数松雄なる

野山を榊 -る蚊取線香に隼,必ず焼準蚊取線香が用意 L
されなければならない｡

(2)イ&バイを供託昆虫として蚊取扱香の有数度ば

火)L刑'ji!し似るものの環 C,あるが,戯熱 こは本来の位 /-

仙】的にfultJうべくカや用いる旬が?ぞまい ,oイェバ

イを供試昆虫とする試漁法は,/あく迄準公定法の範囲

､J に拭ナる｡-

(3)iEL盗 22cm,高さ 45cin一(内容拭約 18･51)のi:ヨ.I

串●ラス裂円筒内に供託昆虫を封入し,然る後 0･5gの

食掛 こ点火蛇壊して,之を昆虫休に作月】せしめ,そP . ′

た prpbit法に伐る一次変換の伐設にも突放伯が抽出

'訴訟の砲田内で理論値と迅合し,紺 乱 方法とも,坐

物拭蛤の別均を蹴足やしめる乱 本法も蚊衣紋杏の虫 ､

物学的蛤定に･#分似目し得るものと判gTされる｡/
.(4)･一般にJ判蛸は りも除虫菊,.並びに benzoph-

cnonc 況川蚊取扱香の矧 こ対して,･高い抵抗性を有

し.舷 幣には雌敬を別けて試故を行い,その結果より

･:1J･放比をヨ論じ七所要の頻出を-如･iELなければならなし､｡､

然し雌舵の数を略 t等しくして,･或る程度多数の個作
を拭空か二相 T･るならは,生物試吸に伐る冶故蛇の?･lJ冠 ･

と豆 う,掛 ､見解のもとには,敢 ⊂雌雛の区別を行う

必)Bはnl.･&められない｡ ′>

(5)llen苧OPhen'oneを OJ2,4:G･8･及び･1090'合有

した蜂収弧塘 (刺創ゐ抽出抑flに含有される全 pyre-ヽ

thrins出 01071%) 羊̀,多く甲場合'【昭和20年捺iLB･.▲

蚊榔 放す (全 pyrcthrins/S初生 0･415%2､のそれを

汝]:･3した-有数比を嘩たいo

/ (i;)蚊収税香の有数皮はその主剤の巣立をii'f加した
＼ ~--

のみでは,宥放皮の高い製品を得る串は凶難で,仙川

/13iiLtには臼ら取舵があE),それ以上は剖剤の位相程嘩 J

乃]主は湘洗技術の7W死に伐って,馳-E発矧 こ田する物 y

■ 斑的性'Elわぷ長旅作を出窓する必嬰がある｡

-.伯を評.ir呈してい.る現行の桧査事業は決して適当なもの:I

誓 ･:;

[1-･.物学的にその有数度を判定する事が理論的

実際的の意義も況い｡ L
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tIno■rdertoestimate.thecffectivenesslofmOSquitocideincen占emadeofpyrcthrunH Xtraction

residuum mixedwifhlienZOPhenone (0,1'･4･6･8Jand】0%benzophenone)rcl･ltivbto'thatof

thestandardpyrethrum mosquitocide.(totallyrethrinscontent:0.41･,-72.I).usingthen｡ultofやe

commonhousefly (Musca･ldomestL'ca I.･),the writermade.asmokechambLlrcxpcriment,

whichw.lSCa,riedoutasfollows,･･A pieceofincenseweighingO･5g which'hast桝 nSampled

from anincensecoilisburnedinaglasscylinder,217cm in享nnerdiameterby4･-,cm h汝hCDnt･

aimingtheDies,チndtheヮumberofknOckdownindividualsiscountedattheintervalsonA･eOm･

elicalseriestime'scale (TableI-))･B,ased ontheth占orcticaトprinciplcofthelin3arI.raSfor･

nation oftime.-mortalitycurvedevelopedbyBliss,theequationforeachrcgrcssionlirtc､-

calculated(Tableー3)･The,12'_sirldicatedsatisfactoryagreementsbctWcPnobscrvationsnrLdcom･

putedturves･A'marked diTerenceinsusceptibilitywユSaCknowlcdgcdbct､v3enmltC,an'i

females(Table.T').Forthepres占ntpurpose,however,thereseemsnon占cdofcontrollI'叩 the

assaythroughseparatingthe.individualsofonesexfrom thoseoftheothrr･Withtheparame-

tersinvolved in theequation therelativeefrectivencssaswellnstheabsDlutclVa9COmputed∫

fo"owipgtheformulationproposedbyOhsawaand甲agasawa(Table4andS)･From'thcresults

itwasconcludedthattheincensesmadeof･pyrethrum extractionresiduu.m mixedwithbeTIZO･

phenone-attherates.concemedarenotso-eLrectiveasthestahdard･pyrethrum irlCenSe･Thought
strictlyspeakin巨,theriLOSquitois.absolutelyrequired asthetestinsectforthebiologicalassay

formBr.from theteclmicalpoi.ntofvi占W･ifonly･therelationshipbetween'thesusccptibiliti.es

ofthetwohasbeendetermincd･Lastly,itwascmphasizcd thatthe.bioloLricalassaylSmor去

im･pottazitthanthechemical苧nalysisbecause-anincenseshou]Llbc･ar,prniscdbyitspractical

emcacy.
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